
	

	

未来開拓チャレンジプランについて（平成２６年９月代表質問）  

 

	 村岡知事は、先の６月定例会において、チャレンジプランを作成していくに当たり、県民

誰もが、はつらつと暮らすことができる「活力みなぎる山口県」の実現を目指し、チャレ

ンジプランが実効性のあるものになるよう、全力で作成に取り組むとの強い決意を示されまし

た。 

その後、チャレンジプランの骨子案をもとに、競争力のある産業の育成や、底力のある中山

間地域づくり、さらには子育て環境の充実など、本県が直面している喫緊の課題や重要な課題

に対して、正面から応えていくために、知事自らを本部長とする庁内の策定本部等において、

これらの課題の解決に向けた議論を深めてこられました。 

更には、県民の皆様との直接の意見交換の場である「元気創出！どこでもトーク」を引き

続き開催されるとともに、地域で活躍されている方々からの御意見を伺う「地域懇談会」を集

中的に実施して、地域の実情の把握に努められるなど、まさに知事が先頭に立って、チャレン

ジプランの作成に精力的に取り組まれております。 

そして、今月１９日に開催された第３回目の策定本部会議において、チャレンジプランの素

案が示されたところです。 

この素案は、本県の現状と課題を把握されたうえで、元気を創出する攻めの取り組みである

「産業」、「地域」、「人材」の活力創造、そして、その基盤を支える県民の「安心・安全」

の確保、さらには、これらの取り組みを着実に推進するための「県政の基盤の強化」の５つを

重要な政策の柱として、これからの山口県が目指すべき方向性を明確に示すものとなっており

ます。 

そして、示された方向性に沿って、早急に取り組むべき具体的な施策をしっかりと素案に盛

り込まれるとともに、チャレンジプランの進捗が把握できるよう、プロジェクトごとに「活力

指標」を設けられるなど、非常に実効性の高いものになっていると思います。 

本県を取り巻く社会情勢は、人口減少や少子高齢化が急速に進行するなど、一層厳しさを増

しておりますが、今回示されたチャレンジプランの素案は、未来に向かって活力ある元気な山

口県を、何とかして創っていきたいという知事の熱い思いがひしひしと伝わってまいります。 



そこでお尋ねいたします。 
知事は、新たな県政運営の指針となるチャレンジプランの素案をどのような考え方で作

成されたのか、そして、チャレンジプランの作成に、今後、どのように取り組んでいか

れるのかお伺いいたします。 

 

＜村岡嗣政県知事答弁＞	

 

本県では全国より早く人口減少や少子高齢化が進行するとともに、産業構造の大きな変化に

伴う地域間、国際間競争の激化、頻発する自然災害への対応が求められるなど、本県を取り巻

く環境は一段と厳しさを増しています。 

特に、県人口は、このままの趨勢で推移すれば、今後３０年間で生産年齢人口を中心に約４

０万人も減少することが見込まれ、本県の経済活動や県民生活の各分野においてこれまでにな

い大きな影響が生じると予想されています。 
このため、私は新たな県づくりに向けては、本県の未来をしっかりと見据え、目の前に立ちは

だかる困難な課題に正面から向き合い、今なすべきことに総力を結集して取り組んでまいりま

す。これにより、県づくりの推進力である人口の流出を全力で食い止めるとともに、人口減少

や少子高齢化社会にあっても、元気な産業や活力ある地域の中で県民誰もがはつらつと暮らし

ていける山口県を創っていかなければならないと考えています。 

こうした観点のもと、チャレンジプランの素案のとりまとめにあたりましては、県づくりの

主役である県民の皆様と精力的に意見を交わし、諸課題を共有してまいりました。その上で、

それらを共に克服していくために、例えば、戦略的な企業誘致の展開や日本一を目指す農林水

産業の担い手支援の充実、新たな観光需要を創り出す「やまぐち観光維新」、中山間地域の集

落を守る「元気生活圏構想」、社会全体での子育て支援や「地域教育力日本一」の実現、医療

介護の連携による地域包括ケアシステムの構築など、「62の重点施策」により集中的に取組を
進めることにしています。 

今後、本年度末までのプランの策定・公表に向けては、県議会の御意見をはじめ、県政世論

調査やパブリックコメントを通じた県民の皆様からの幅広い声をプランに反映するとともに、

国が最重要課題として進めている「地方創生」の動向を踏まえながら新たな国の取組とも連携

し、施策内容の一層の充実を図ってまいります。 

また、プランの着実な実施に向け、計画期間内での取組の成果を測る成果指標の具体的な目

標値の設定や、年次スケジュールのさらなる精査を行うとともに、諸施策を計画的に進めるた

め、明年度の予算編成時に財政収支の見通しについてもお示しをしたいと考えています。 



私は、基本目標に掲げた「活力みなぎる山口県」の実現を目指し、チャレンジプランが新た

な県づくりを協働で進めていくための指針として、市町はもとより、企業、団体そして県民の

皆様の期待にしっかりと応えられるよう、実効性のあるプランの策定に努めてまいります。	  

 


